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1.はじめに
本プロジェクトは，2010年から行われたねぶたプロジ
ェクト（田村圭介加藤真友村田望吉永有美子「桜新町ね
ぶたプロジェクトの記録」『学苑』861号，田村圭介丹羽真紀子
山口文「2012年 桜新町ねぶたプロジェクトの記録」『学苑』873
号）に続く三回目のものである。
前回に引き続き，世田谷区桜新町の「まちづくり」を主
眼とし，「ねぶたづくりを通してのまちづくり」である。
そもそもこのプロジェクトは，長くこの地に住む人々とマ
ンションに新しく移り住んできた人々との交流の機会づく
りから始まった。独りよがりの自己満足で終わってしまう
デザイン好きの学生が作った「ねぶた」を作るのではなく，
街の人々と一緒に作ることができるという点がこのプロジ
ェクトで最も重要である。
プロジェクト全体の流れは前二回と同様に「さくらスト
ーリー」によってこのねぶたを桜新町で作る意義を地域の
方々と共有し，ワークショップを重ね，プロジェクトを進
めた。前二回のねぶた作りの経験をベースにしながらも，
新たな挑戦も行った。前回の流れのレールに乗って，桜新
町の方々に助けられながらスムーズに事は運んだが，3点
ほど前回とは異なる新たな試みを行った。
それら3点とは，①組織体制について，②ねぶたの形態
について，③さくらストーリーの花びらについてである。
① 組織体制について
前二回までは，中心学年が4年生であった。しかし，今
回は4年生に希望者が出てこないために，プロジェクト自
体を行うか悩んでいたところ，3年生からリーダーを志願
する学生が現れ，彼女を中心とした3年生8人と2年生
3人がコアメンバーという体制でプロジェクトを行うこと
ができた。
② ねぶたの形態について
前二回のねぶたの形態は，三女体が絡みながら全体を構
成するというものであったが，今回は一女体が座ったポー
ズを取った。そのため女体の大きさが目を引く大きなもの
となり，存在感のあるねぶたができた。
③ さくらストーリーの花びらについて
このプロジェクトの主眼である，祭りの運行中に子供た
ちに配る「花びら」は，街からでたスチールのワイヤーハ
ンガーを利用して作ったうちわであった。
新たな試みを加えた3台目の女体ねぶたは，桜新町の子
供たちにねぶた祭の一夜の楽しみを忘れられないものとし
たに違いない。
―41―
学苑環境デザイン学科紀要 No.885 41～48（20147）
2013年度
桜新町ねぶたプロジェクト記録
田村 圭介
〔デザインノート〕
祭り当日の風景:左手に制作したねぶたが光っている図01:桜新町ねぶた祭本番の様子
2.ねぶたプロジェクト2013 三つの特徴
① ねぶたさくらストーリー
前二回と同じようにねぶたプロジェクト全体のコンセプ
トとして「さくらストーリー」をチーム内と桜新町の地域
の方々と共有することでプロジェクトを進めた。「さくら
ストーリー」とは，桜新町の桜とねぶたを題材にして考え
たこのプロジェクトの骨格であり意義である。
地域の人たちがそれぞれ桜の花びらを一枚ずつ持ってお
り，祭りが近づいてくるとそれら花びらを持ち寄りながら，
地域の人々が集まって大きな山車（ねぶた）を作る。祭り
ではみんなで作ったねぶたは命を吹き込まれ，生きたよう
な姿を現す。ねぶたを運行しながら，花びらを一枚一枚ね
ぶたから取って地域の人々に渡していく。祭りが終わる頃
にはねぶたはなくなり，ねぶたを形作った花びらは他の人
のもとへと渡る。他の人の花びらがまた他の人に渡ること
で小さな会話が生まれ，新たなつながりとなればよい。そ
のつながり全体で桜新町が少しでもよりよい街になれるこ
とがこの物語だ。これは，花びらがねぶたを作り，祭りを
作り，街を作っていくという小さいもので大きな全体を作
り出せないか，というプロジェクトである。
② 一女体ねぶた
前回は三女体の一体一体それぞれに心棒を入れて，それ
ら圧縮材としての心棒をワイヤーの引張材で結びつけるこ
とで全体でバックミンスターフラーのテンセグリティを
応用したねぶたを開発した。そのために軽量化に成功し解
体も容易にできたために，運搬性と施工性に優れたものが
できた。ただし，その心棒を基本とした女体ねぶたのポー
ズには苦労した。
しかし，今回は三女体をやめて，一女体となったために
伝統ねぶたの工法にて制作した。伝統工法とは，すなわち
下部の格子に組んだ架台を土台としてねぶたの柱や片持ち
部材の骨組み木材を組んでいき，それに針金で作った形を
固定し，最後に和紙を針金に貼付ける工法である。和紙を
貼る前に電気系統を固定するのも一仕事である。
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図03:桜新町さくらストーリー
桜新町の人々がねぶたのパーツづくり つくったパーツが集まってねぶたになり ねぶた祭の夜 運行中にパーツを街の人々に配り
街に散らばったパーツは， 祭りの記憶を呼び覚ましたり，会話のきっかけとなったり そして，新たなつながりをつくりだす
図02:一女体ねぶた
③ ワイヤーハンガーうちわ
前述のさくらストーリーの中で重要な要素は，桜の花び
らにある。花びらが時により，ねぶたになったり，プレゼ
ントになったり，飾りになったりしながら，桜新町という
地域を結びつける赤い糸になる。小さいが大きな働きを持つ。
花びらは，手軽に手に入り，街の誰もが容易に作ること
ができ，そして一つ一つ表情が異なり，手作り感が良い。
さらにお金が掛からないが，アイデアによって身近にある
ものが美しく光り出すようなものが良い。多くの地方で行
われる祭りの飾りもよく見れば，何でもないものがちょっ
と工夫を加えて見たこともない様相を祭りでは現す。いわ
ば「ゴミ」が「宝」になるのが祭りの小道具たちだ。
ねぶたを形作る花びらを作っていくことがこのプロジェ
クトの主な活動である。地域の方々が花びらを作ることで
集まり，コミュニティができるきっかけを花びらが作る。
さらに，祭りのねぶた運行中に花びらが子供たちに一枚一
枚手で渡されるということが重要である。それはねぶたか
らのプレゼントであり，街から子供たちへの贈り物である。
花びらはそのようなデザインを目指してきた。第一回目
は切り絵袋，第二回目はテンセグリティ風車であった。ど
れも祭りでは奪い合いになるほど好評であった。
今回は，クリーニング店で使用されているワイヤーハン
ガーを工夫した「うちわ」であった。現在，ワイヤーのも
のからプラスチック製のものに移行しつつある。また，ど
の家でもこのワイヤーハンガーが溜め置きされており，地
域の方々のご協力もあり，大量のハンガーが集まった。
うちわの作り方も一工夫した。ワイヤーは容易にその形
を変えられるが，ハートの形を与え，さらにフック部分を
デザインした。ワークショップでは人々が思い思いの絵柄
を和紙に描いた。
―43―
図04:集まった大量のワイヤーハンガー
図06:ワークショップでできた花びら
図05:うちわのスタディ
図07:ハンガーうちわの作り方
3.ワークショップと青森ねぶた合宿
① ワークショップ
地域の子供たちと花びらを作るワークショップを桜新町
の方々の協力のもと十回開催した。ハンガーによるうちわ
の外形は学生が事前に作り，和紙の色塗りとワイヤーに色
を塗った和紙を貼ることをワークショップでは行った。作
業日程は以下の通り。
桜町小学校3年:7月16日
深沢中学校全学年:7月19日
深沢小学校全学年（新BOP）:7月12,20,21日
昭和女子大学オープンキャンパス:7月24,25日
深沢小学校夏祭り:7月31日
青空ワークショップ:9月7,8日
ねぶたの完成予想像を示しながら，どのように説明すれ
ば分かりやすいか，子供たちに興味を持って作業してもら
うにはどうしたらよいかなど事前の準備を綿密に行った。
また，このワークショップが一つの地域の交流の場所とし
て働くことを考えながら計画して行った。
② 青森ねぶた合宿
7月14日～7月16日にかけて青森へ行き，「安田ねぶた
会」の方々に伝統ねぶたについて教えていただいた。ねぶ
た祭りの歴史や説明を展示している博物館である「ワラ
ッセ」でねぶたについて学んだ後，実際に金魚ねぶたの色
付けをした。また，本物のねぶたの制作現場を見学した。
技術的にねぶたの作り方を学ぶだけではなく，ねぶたを
作る心構えをも学生たちは得た。
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図09:地域の小中学校でのワークショップ
図10:桜新町集会所での青空ワークショップ
図11:ねぶた制作現場の見学
図12:青森安田ねぶた会でのねぶた制作指導図08:大学でのワークショップ
4.プロジェクトの流れ（2013年4月～2014年3月）
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全体スケジュール 作業工程
4月 桜新町さくらまつり参加
チームの組織作り
5月 デザインミーティング（企画立案） ねぶた全体の形のエスキス
材料の検討
ハンガーうちわのエスキス
6月 デザインミーティング（企画立案）
桜新町商店街へプレゼン
桜町小学校深沢小学校
深沢中学校の校長先生へプレゼン
ハンガーうちわのエスキス
人体のポージングスタディ
7月 デザインミーティング（企画立案）
青森ねぶた合宿
桜町小学校ワークショップ
深沢中学校ワークショップ
深沢小学校ワークショップ
昭和女子大学オープンキャンパス
深沢小学校夏祭り
ねぶたの伝統的な作り方を習得
ねぶたの軸組の制作
青空WSのポスター掲示，チラシ配布
8月 女体ねぶた制作（大学） ・ワイヤー形成
・電球配置
・体部分の和紙貼り
9月 青空ワークショップ
桜新町ねぶた祭
ねぶたをトラックで桜新町ねぶた小屋へ移動
・顔部分の和紙貼り
・パラフィン着色，表情の筆入れ
・台車組立
完成運行片づけ
11月 昭和女子大学秋桜祭 ねぶた小屋から大学まで移動
展示解体
12月～3月 ブックレット制作 活動記録としての冊子の制作
図13:目の形態スタディ 図14:顔の紅入れ作業 図15:頭のパーツを待つボディ
5.作 業
ねぶたの制作作業は，①昭和女子大学構内，ねぶた祭の
前に②桜新町にある保管用の小屋（通称ねぶた小屋）の二ヶ
所で行われた。
① 大学構内
針金の成形，ねぶたの構造である軸組の組み立て，土台，
針金の取り付け，電球の配線，和紙貼り，うちわの装飾準
備までを学内で行った。
角材を格子状に組んで3m×3mの土台を作った。その
上に軸組を組み立てていった。前回の資料を参考にして図
面に起こし，作業を行った。土台作り，軸組作りと並行し
て，女体の体を針金で成形していく作業を行った。軸組が
完成したあとに取り付け，現場合わせで微調整を行い，和
紙を貼るための下地が完成した。
その後，電球の配置を行い軸組が影となって和紙に映り
込まないように注意しながら配置した。和紙を半面だけ貼
った状態で光を灯し影になっている場所を調整していく。
少ない電球でも明るさを確保するために，軸組の角材にア
ルミホイルを巻く工夫をした。
桜新町のねぶた小屋への運搬性を考慮し架台を前後に分
割した。頭や手など運搬許容範囲を超えるものは別にして
運搬した。
② 桜新町ねぶた小屋
大学から2tトラックで運搬した。
運搬のために前後に分割した土台をねぶた小屋で連結し
直し，頭部や手を接続した。伝統ねぶたでは主に染料など
が彩色に用いられているが，今回はパラフィンのみとし，
子供たちが制作したうちわの色を生かした。しかし，頭に
付けた花柄だけは色をつけ，一目で一女体の特徴をめる
ようにした。
うちわは人体に服のように舞うように装飾された。うち
わは女体の女性らしい，胸やくびれ，ヒップラインなどを
隠さないで強調することのできる位置を模索しながら配置
を行っていった。
ねぶた祭当日は商店街や青森の安田ねぶた会の方々の力
を借りながら，台上げを行い，台車の上にねぶたを乗せ，
桜新町オリジナルねぶたが完成した。
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図16:ねぶたの発案から桜新町ねぶた祭，秋桜祭の展示まで
6.ねぶた祭当日から秋桜祭，解体まで
① 祭り当日
日時:2013年9月14日 19時00分～20時45分
本場青森のねぶた，桜新町のサザエさんねぶたと共に，
我々が制作したねぶた「桜心まち」を運行した。入場者数
は約5万人であった。運行したルートは以下の通り。
桜新町商店街では祭り当日に町を練り歩くハネトを募集
しており，地域の住民の方々，小中学校の子供たち，合宿
でお世話になった青森の方々と一緒に我々もハネトとなり
参加した。運行中，子供たちが作ってくれたうちわを住民
たちに配ると大人気で，あっという間に配り終えてしまっ
た。子供たちの思いが描かれたハンガーうちわを祭りが終
わった後に見て，この時を思い出して欲しい。
今年も，「ぼくが作ったねぶただよ！」「昭和女子大学の
生徒が作ったんだ」などの声を聞いた。
② 秋桜祭
秋桜祭前日，桜新町ねぶた小屋で祭りの日から二ヶ月眠
っていたねぶたを再び分解して，桜新町から再び大学構内
までトラックで運搬した。
昭和女子大学の秋桜祭でねぶたの製作過程とねぶたを展
示した。製作過程は大学1号館6L32教室で，今までのエ
スキス，ワークショップで使用した道具など説明ボードを
加え，展示した。ねぶたは80年館の学生ホールに展示し
た。一日4度のライトアップも行い，来場者には桜新町の
方々もいらした。
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図17:ねぶた祭当日のねぶた運行図
図18:うちわを子供たちに手渡す
図19:うちわをねぶたから子供たちへ渡す
図20:ねぶたの運行
図21:展示の様子
③ 解 体
秋桜祭の翌日，ねぶたを解体した。
また，土台や軸組に使用した木材は解体後，次回のねぶ
たに備え再び桜新町ねぶた小屋に返還した。
ねぶたは死者を祭る灯籠流しから派生したものであると
いう一説があり，我々のねぶたも同じような運命をたどっ
たと言えるであろう。
④ 活動記録ブックレット
12月から翌年3月まで活動を記録するためにブックレ
ットを制作した。
7.参加者
■指導教員
田村圭介
■コアメンバー
宇津木結子（リーダー）
森千乃（サブリーダー）
長内思央梨 櫻井広衣
菅田真梨 関根木の実
直井美樹 永井里美
木村みさき 高橋淑子
宮本幸奈
■制作メンバー
ルリシルビア
■制作WSアシスト
山口文 丹羽真紀子 池麻里奈
荒井海統 中尾真実 井村美月
櫨山友子 梅澤里恵 早野結衣
太田里緒 平井志歩 緒形友美
廣吉由衣 糟谷光沙 藤井莉子
片田紘香 古澤由香 久野恵里香
細谷桃子 木部和可奈 松下優佳
沢田倫子 松本亜子 菅野真美
丸木ゆい 竹内愛奈 竹内彩
安川真純 田邊明子 長岡恵
和田貴子
■スペシャルサンクス
桜新町商店街のみなさん
青森安田ねぶた会のみなさん
長谷川町子美術館
世田谷区立桜町小学校のみなさん
新BOPスクールのみなさん
世田谷区立深沢小学校のみなさん
世田谷区立深沢中学校のみなさん
昭和女子大学田村研究室
平成24年度ねぶたOGの先輩方
（たむら けいすけ 環境デザイン学科）
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図22:ブックレットの表紙
図23:ブックレットのレイアウト
図24:桜新町ねぶた祭での「桜心まち」
